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『
一
夢
庵
風
流
記
』 
隆
慶
一
郎
著

村
井　

隆
之
（
東
淀
川
区
）

　

隆
慶
一
郎
の
『
一
夢
庵
風

流
記
』
と
聞
い
て
、
誰
が
主

人
公
で
、
ど
ん
な
話
か
知
っ

て
い
る
方
は
少
数
派
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
マ
ン
ガ
の

『
花
の
慶
次
』
と
聞
く
と
、

ン
ニ
ク
や
玉
葱
、
鶏
肉
な
ど

を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
香
ば
し
く

炒
め
た
。

　

調
理
終
了
後
に
は
自
作
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

歓
談
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ナ
ン
が
焼

け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

「
今
度
は
生
パ
ス
タ
な
ど
の

イ
タ
リ
ア
ン
も
作
っ
て
み
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。

　

ナ
ン
の
生
地
作
り
で
は
、

強
力
粉
を
力
強
く
練
る
た
め

に
腰
を
入
れ
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
の
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
、
参
加
者
ら
は
交
代
し

な
が
ら
生
地
練
り
に
汗
を
流

し
た
。
生
地
は
寝
か
し
た
後

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
た
。

　

チ
キ
ン
カ
レ
ー
は
７
種
類

の
ス
パ
イ
ス
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
作
る
本
格
的
な
も
の
。
ニ

　

史
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
堺

の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
よ
う

と
、
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

は
11
月
３
日
、
第
３
回
の
堺

再
発
見
ウ
オ
ー
ク
を
開
き
、

会
員
と
家
族
な
ど
９
人
が
参

加
し
た
。
ガ
イ
ド
役
は
、
堺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

の
西
井
健
氏
。
今
年
は
、
堺

出
身
の
河
口
慧
海
（
え
か

い
）
ゆ
か
り
の
地
を
中
心
に

巡
っ
た
。

　

慧
海
は
１
８
６
６
年
に
堺

で
生
ま
れ
、
中
国
や
日
本
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
漢
語
に
音

訳
さ
れ
た
仏
典
に
疑
問
を
お

ぼ
え
、
原
典
を
求
め
て
１
８

９
７
年
に
日
本
人
と
し
て
初

め
て
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
入
国
を

果
た
し
た
人
物
。
生
家
跡

や
、
幼
少
期
に
寺
子
屋
と
し

て
通
っ
て
い
た
市
の
登
録
有

形
文
化
財
・
清
学
院
な
ど
を

訪
ね
た
。

　

こ
の
他
、
創
業
１
４
０
年

の
包
丁
店
、
水
野
鍛
錬
所
に

立
ち
寄
り
、
打
刃
包
丁
の
製

造
工
程
を
見
学
、
終
着
点
の

堺
伝
統
産
業
会
館
で
は
、
線

香
、注
染
和
晒
、緞
通
、昆
布
、

和
菓
子
、
自
転
車
な
ど
堺
ゆ

か
り
の
名
産
品
に
触
れ
た
。

　

お
い
し
い
ナ
ン
を
焼
い
て

家
族
を
驚
か
し
た
い
―
―
。

本
場
の
ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン

ド
し
な
が
ら
作
る
チ
キ
ン
カ

レ
ー
や
ナ
ン
な
ど
イ
ン
ド
料

理
に
挑
戦
す
る
「
男
の
料
理

教
室
」
が
11
月
19
日
、
大
阪

市
内
で
開
か
れ
、
６
人
が
料

理
の
腕
を
磨
い
た
。
組
織
部

が
企
画
し
た
も
の
で
４
回

目
。
講
師
は
富
永
千
嘉
氏
。

あ
る
世
代
の
方
や
、
パ
チ
ン

コ
・
パ
チ
ス
ロ
好
き
の
方
だ

っ
た
ら
知
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
メ
ジ
ャ
ー
な
の
か
マ
イ
ナ

ー
な
の
か
微
妙
な
、
安
土
桃

山
時
代
〜
江
戸
時
代
初
期
の

〝
い
く
さ

人
〞
で
あ
る

前
田
慶
次
郎

利
益
が
主
人

公
の
小
説

だ
。

　

慶
次
郎
を

〝
い
く
さ

人
〞
と
述
べ

た
が
、
こ
の

人
を
最
も
適

し
た
言
い
方

で
表
す
な
ら
ば
、〝
傾
奇

者
〞〝
バ
サ
ラ
〞
だ
。
こ
の

〝
傾
奇
者
〞
と
い
う
言
葉

は
、「
傾
く
（
か
ぶ
く
）」
が

源
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
傾
く
」
と
は
、
姿
勢
を
傾

け
て
い
る
状
態
を
見
て
、
周

り
の
人
が
奇
異
に
感
じ
た
こ

と
か
ら
、
異
形
・
異
質
な
行

為
を
示
し
て
い
る
そ
う
だ
。

異
形
・
異
質
で
あ
り
な
が
ら
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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
21
日（
土
）午
後
３
時
〜
午
後
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
港
区
港
晴
）　
　

定
員　

15
人

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

日
時　

 

２
０
１
２
年
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

15
人

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
分
子

病
態
口
腔
科
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

レ
ジ
ン
充
填
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
最
新
の
知
見（
仮
題
）

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南
部
地
区
合
同

日
時　

２
０
１
２
年
１
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

連
利
隆
氏
（
兵
庫
県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔
外
科
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

有
病
者
の
歯
科
医
療
―
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
―

北
大
阪
・
三
島
両
地
区
合
同

日
時　

12
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
２
号
会
議
室
（
千
里
中
央

駅
か
ら
３
分
）

講
師　

安
田
登
氏
（
東
京
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
、
元

　
　

東
京
医
科
歯
科
大
学
臨
床
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

定
期
健
診
か
ら
始
め
る
歯
科
治
療
―
患
者
の
た
め
の

歯
科
治
療
に
取
り
組
め
ば
患
者
は
増
え
て
い
く
―

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
２
年
２
月
５
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

石
川
朗
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

摂
食
・
嚥
下
障
害
患
者
の
呼
吸
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
と

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
仮
題
）

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

大
阪
市
南
部
地
区

河
口
慧
海
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
る

水
害
、治
水
の
歴
史
学
ぶ

第
３
回
堺
再
発
見
ウ
オ
ー
ク

浪
速
か
ら
西
淀
ま
で
の
７
㌔
超
歩
く

ナンの生地作りに挑戦する　
参加者＝11月19日、大阪市内

河口慧海像の前で説明を聞く参加
者＝11月３日、堺市・南海七道駅前

暴風水害記念のプレート前で説明
を聞く参加者＝11月３日、浪速区

実
力
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
当
然
だ
が
…
…
。

　

「
傾
く
」
と
い
う
言
葉

は
、
歌
舞
伎
の
語
源
で
も
あ

り
、
歌
舞
伎
の
創
始
者
は
慶

次
郎
と
同
時
代
の
人
物
で
あ

見
て
い
る
民
衆
が
舞
台
上
の

演
者
と
共
に
演
じ
、
踊
る
ス

タ
イ
ル
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

「
傾
く
」
こ
と
は
、
現
代

に
お
い
て
異
端
な
こ
と
と
し

て
見
ら
れ
る
一
方
で
、
不
特

る
出
雲
阿
国
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
出
雲
阿
国
の

「
か
ぶ
き
踊
り
」
は
、
不
安

定
な
政
治
状
況
や
圧
迫
さ
れ

た
民
衆
の
ハ
ケ
口
と
し
て
、

定
多
数
の
人
間
を
魅
了
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

思
う
。

　

例
と
し
て
、
誰
が
い
る
か

っ
て
？　

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
「
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｌ
」
の
な
か
で
、
ゼ
ロ
・

グ
ラ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
シ
ー
ン
で

〝
傾
い
て
〞
い
る
で
し
ょ
。

ね
っ
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
影

響
を
受
け
た
作
家
・
思
い
入

れ
の
あ
る
作
品
な
ど
に
つ
い

て
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
協
会
新
聞
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

組
織
部

本
格
イ
ン
ド
料
理
に
挑
戦

フ
ラ
イ
パ
ン
で
ナ
ン
を
焼
く

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
11
月

３
日
、「
大
阪
市
浪
速
区
幸
町

か
ら
西
淀
川
区
福
町　

水
害

と
の
た
た
か
い
を
学
ぶ
歴
史

探
索
」
を
企
画
、
参
加
者
７

人
は
浪
速
区
幸
町
か
ら
西
淀

川
区
福
町
ま
で
７
㌔
超
を
徒

歩
で
巡
り
、
大
阪
の
水
害
や

治
水
に
関
す
る
歴
史
に
触
れ

た
。
案
内
人
は
西
俣
稔
氏
。

　

５
６
０
０
人
が
命
を
落
と

し
た
安
政
大
津
波
（
１
８
５

４
年
）
や
生
涯
を
淀
川
治
水

事
業
に
さ
さ
げ
た
大
橋
房
太

郎
な
ど
を
紹
介
し
た
西
俣

氏
。「
大
阪
で
は
過
去
に
何
度

も
洪
水
や
津
波
な
ど
大
水
害

に
襲
わ
れ
た
。
先
人
た
ち
の

治
水
と
の
た
た
か
い
の
お
か

げ
で
今
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
治
水
の

歴
史
を
初
め
て
知
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。


